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試行した切除法による細菌検査の結果と課題
鳥丸安敬 堀豊 木下武 宇都浩二)1

知覧食肉衛生検査所 名瀬保健所瀬戸内町駐在)1

は じ め に

改正食品衛生法の施行に伴い，と畜場や食鳥処理場でHACCPに沿った衛生管理が制度化される。これに伴い

所管の食肉衛生検査所等は，外部検証の1つとして微生物試験による検証が求められる。これにあわせて，従来，

牛枝肉等の微生物汚染実態調査で実施していた拭き取り法ではなく，国は衛生指標菌(一般細菌及び腸内細菌科

菌群)を対象にした切除法による細菌検査に変更すべくプロトコール作成と検査結果に対する評価基準作りを進め

ており，本県でも具体的な実施方法について今後検討を行うことになっている。

昨年度，当所は厚生労働科学研究補助事業の調査研究に参加し，切除法を試行する機会を得たので，その内

容について報告する。また切除法と比較するために従来の拭き取り法による細菌検査も一部実施したので，その結

果についても報告する。

材料と方法

採材は枝肉洗浄を経て懸肉室に入った直後の牛枝

肉を対象として，切除法( 検体)は，左右いずれ30

かのともばらを採材部位とし，縦横５×５ 厚さcm

２ になるように切除した。その後， リン酸mm 10%

緩衝生理食塩水 に浸漬し，ストマッカー処理90 ml

した後， 倍階段希釈液を調製し 社のペトリ10 3M

（ ） ，フィルム プレートと プレート に接種しAC EB

規定の条件で培養後に一般細菌数及び腸内細菌科菌

群数をカウントした。拭き取り法(５検体)は切除法

で採材した部分に隣接する部位を縦横５×５ でcm

縦横各 回拭き取り，ストマッカー処理した後，10

切除法と同様に処理した。

及び プレートの培養条件とコロニーカウAC EB

ントにおける適正測定範囲を表１に示す。

1表

プレート プレートAC EB

培養条件 ± ℃ ± ℃35 1 37 1

± 時間 ± 時間48 3 24 2

適正測定 コロニー コロニー25~250 15~150

範囲

適正測定範囲の下限値未満のものはそれぞれ ，0

同上限値を超えるものは 及び とした。250 150

一般細菌数及び腸内細菌科菌群数における切除法

と拭き取り法の比較は， 平方 当たりの菌数を1 cm

算出して行った。

算出データの統計解析は，標本が少数であること

Welch t Wilcoxonから等分散の検定は省き， 検定と

の順位和検定の両方を行った。

結果

切除重量( )の平均値は ，最小値 ，最大g 125 3.8

値 でバラツキがみられた（図 。29.8 1）

図 切除重量( )1 g

N=30 951.1一般細菌数の実数平均は切除法( )で

，拭き取り法( ５)で であCFU/cm N= 344.8 CFU/cm2 2

り，切除法は拭き取り法の 倍であった（図 。2.8 2）

両者の平均値に統計学的に有意な差は認められな
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かった。また標準偏差の比較において拭き取り法よ

り切除法で大きなバラツキがみられた。

さらに切除法では、原液を接種した プレートAC

上で適正測定範囲下限値未満の検体が 検体あっ8

た。

図 一般細菌数 （実測値）2 CFU/cm2

N=30 2.0 log一般細菌数の対数平均は切除法 ( )で

，拭き取り法( ５)で でCFU/cm N= 2.4 log CFU/cm2 2

， （ ）。あり 切除法は拭き取り法の 倍であった 図0.8 3

両者の平均値に統計学的に有意な差は認められな

かった。

図 一般細菌数 （対数値）3 log CFU/cm2

なお腸内細菌科菌群については，切除法の 検30

体中 検体及び拭き取り法の 検体全てで適正測29 5

定範囲下限値未満となったため，今回の発表では割

愛した。

まとめ

切除重量にはバラツキがみられたが，これは脚立

の使用で不安定な姿勢で両手は枠板，メス，ピンセ

ットで塞がり危険な作業であること，そして冷却前

の枝肉が柔らかく，特に皮下脂肪の切開では枠板を

5 5cm外すと切開した境界を見失うため，正確に ×

の採材をすることは困難であり，さらにそれを一定

の厚さに切除するのも困難であったため当然の結果

と考えられた。そしてこのバラツキは間違いなく細

菌検査結果の誤差要因になると思われた。

一般細菌数における比較では切除法で拭き取り法

の 倍を示し，平成 年度の国の調査研究報告2.8 29

書のとおり切除法の菌検出が優れていることを示し

たが，同報告書の倍率( ～ 倍)を大きく下回25 1271

。 ，っていた また対数換算した今回のデータにおいて

切除法は拭き取り法の 倍と下回っており，さら0.8

に原液を接種した プレートで適正測定範囲の下AC

限値未満の検体が切除法では 検体中 検体あっ30 8

たことから，必ずしも切除法の菌検出が優れている

とは言えない結果もあった。

今回の試行及び拭き取り法の検体は，わずかであ

， ，り 引き続き切除法と拭き取り法のデータを集積し

さらなる比較分析が必要と考えた。
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マトリックス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質量分析装置

（MALDI-TOF MS）を用いた敗血症分離菌の同定
城間萌子，田中嘉文，藤元英樹 ，中馬猛久 ，鏡園仁１） ２）

大口食肉衛生検査所， 鹿屋食肉衛生検査所， 鹿児島大学共同獣医学部１） ２）

は じ め に

本県における敗血症からの分離菌同定には，主に簡易同定キットやPCRを用いて実施している。簡易同定キット

は特別な機材を使わずとも生化学的プロファイリングにより同定ができるというメリットがあるが，生化学性状の非特

異反応や適切でないキットの選択等が原因で，同定に苦慮する事例もある。また，PCRによる同定は高精度な同定

が可能であるが，目的とする菌に対し，それぞれ特異的なプライマーを選択する必要がある。そこで，近年，臨床分

野，医薬品製造及び食品製造分野において注目されている新たな微生物同定法であるマトリックス支援レーザー脱

離イオン化飛行時間型質量分析装置（MALDI-TOF MS）に着目した。MALDI-TOF MSは，菌体そのものを試料と

し，分離培養した菌株から直接タンパク質の質量をマススペクトルとして取得することで同定を行う。主なマススペク

トルのピークはリボソーム蛋白質由来であるため，16SrRNAシーケンスを用いた同定法と近い精度を持つ手法であ

る〔1,2〕。

今回，豚の敗血症の分離菌株をMALDI-TOF MSにて同定を実施し，試料採取用の純培養に適した培地及び試

料の処理法について検討を行った。さらに，MALDI-TOF MSと簡易同定キットによる同定結果を比較した。

材 料 及 び 方 法

試験に供した保存菌株は平成24年度及び平成29年

度から令和２年度の期間に，当検査所で豚の敗血症

（ ）から分離された 以下Streptococcus suis S.suis

70株， （以下 ）Trueperella pyogenes T.pyogenes

３株，その他の菌17株（グラム陽性菌10株，グラム

陰性菌７株）を用いた。菌株の純培養には羊血液寒

天培地（日水製薬，以下BA）を使用し，一部の菌株

， （ ， ），については コロンビア５％BA 日本BD 以下CBA

トリプトソイ寒天培地（栄研化学，以下TSA ，トリ）

プトソイブイヨン培地（栄研化学，以下TSB）及び

ミューラーヒントンブロス（日本BD，以下MHB）を

使用して検討した。試料の処理法は，培地上で発育

した新鮮コロニーをサンプルプレートに直接塗布す

るダイレクトスメア法を実施し，一部の菌株につい

てはコロニーから菌体内蛋白を抽出するエタノール

・ギ酸抽出法（以下ギ酸抽出法）を実施した〔3 。〕

解析は，MALDI-TOF MSのソフトウェアであるMALDI

Biotyper 3.0及びflexAnalysisを用いて行い，同定

， 。結果の信頼性の指標として Score Valueを用いた

Score Valueによる値は2.0以上を菌種レベルの一

致，1.7～2.0を属レベルの一致，1.7以下を分類不

能として評価した〔2 。また，簡易同定キットによ〕

る同定は，敗血症から菌株が分離された時点での結

果を使用した。

成 績

BA上のコロニーをダイレクトスメア法で実施した

結果は， 株では，簡易同定キットによる判定S.suis

が良好であった菌株47検体のうち，約50％でScore

Value 1.7以上が得られ，属レベル以上の同定する

ことができた。簡易同定キットによる判定が不良で

あった菌株23検体においても，約80％で同様の結果

が得られた。 株では，ピーク検出なしやT.pyogenes

Score Valueの低値が認められ，良好な同定結果が

得られなかった。MALDI-TOF MSでは一般的に新鮮な

培養コロニーを釣菌したダイレクトスメア法により

菌の同定ができるとされている〔2〕が，この２種

類の菌株では同定結果のばらつきや同定不良がみら

れたため，良好なスコアを得るために培養で使用す

る培地や処理法の検討を行った。

， ， ，S.suisにおける培養培地の検討の結果 BA CBA
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TSAの平板培地では，TSAで比較的高いScore Value

が得られたが，菌体内蛋白由来のピークが少ない傾

向がみられた。TSB及びMHBの液体培地では，平板培

地と比較して菌体内蛋白由来のピークがより明確に

認められたが，液体培地で発育の認められない検体

もあった。これらのことから，菌株の培養は発育が

安定したBAを用いた。試料の処理法については，ダ

イレクトスメア法と比較してギ酸抽出法がより良好

なマススペクトル及びScore Valueの改善が認めら

れたため，この条件が の同定に最も適していS.suis

ると考えられた。

でも同様に培養条件及び処理法の検討T.pyogenes

をしたところ，CBAで培養し，ギ酸抽出法により前

処理を行う条件が最も適していると考えられた。

その他の菌17株については，汎用性の高いBAで培

養し，ダイレクトスメア法で同定を実施した。グラ

ム陽性菌10株のうち３株ではMALDI-TOF MSと簡易同

定キットによる同定結果が一致した。５株でScore

Value 1.7以上のMALDI-TOF MSによる同定が可能で

あったが，２株では，ピーク検出がみられなかった

（表1 。グラム陰性菌７株のうち，３株でMALDI-TO）

F MSと簡易同定キットによる同定結果が一致し，４

株で結果が一致しなかった（表２ 。）

表１ グラム陽性菌における同定結果の比較

表２ グラム陰性菌における同定結果の比較

考 察

今回の試験結果から，MALDI-TOF MSによる豚の敗

血症分離菌の同定において，供試した菌株間で最適

な培養培地や処理法に違いがあることが明らかとな

った。培養培地の検討では， において平板培S.suis

地での培養と比較して発育が一定となる液体培養に

より，Score Valueが改善したことから，ダイレク

トスメア法の結果にばらつきが生じた原因の一つと

して，菌の増殖速度に差があることが考えられた。

ではBAよりもCBAでScore Valueが改善T.pyogenes

し，培地成分の違いによる代謝産物の違いが影響す

る可能性が考えられた。処理法においては，今回供

試したほとんどの菌種でダイレクトスメア法での同

定が可能であったが， 及び ではギS.suis T.pyogenes

酸抽出法がより良好な結果となり，菌種によっては

抽出法の検討が必要であることが分かった。

MALDI-TOF MSと簡易同定キットによる同定結果は

一部の菌において不一致であった。これらの多くは

簡易同定キットによる判定が良好でない菌株で認め

られたため，生化学的性状のみでの判定が困難な菌

株であった可能性が示唆された。生化学的なプロフ

ァイリングのできる簡易同定キットと対象とした菌

の同定を簡便に行うことのできるPCRに加え，生化

学的に同定の困難な菌については網羅的に同定可能

なMALDI-TOF MSを併用し，それぞれの利点を生かし

て検査を実施することが細菌同定の精度向上のため

に必要であると考えられた。

ま と め

敗血症分離菌のMALDI-TOF MSによる細菌同定で

は，簡易同定キットやPCRのような菌種ごとのキッ

トやプライマーの選択なしに同定が可能である。キ

ットやプライマーの選択に迷う場合や生化学的な非

特異反応により同定が困難な場合はMALDI-TOF MSに

よる同定が特に有効であり，判定の一助となると考

えられた。簡易同定キットとMALDI-TOF MSによる同

定結果が異なった例については，今後はPCRによる

遺伝的同定結果とも併せて比較し，異なる結果の出

た要因を考察していきたい。さらに，検体数を増や

し，分離される細菌について同定結果を比較し傾向
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を調査することで食肉衛生検査所での細菌検査の精

度向上に役立つと考える。
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属菌のMultiplex-PCRによる菌種同定の検討Streptococcus
冨野由通 神田卓弥 西屋秀樹 郷原正文 福里吉文1)

志布志食肉衛生検査所 ，１)末吉食肉衛生検査所

は じ め に

H29年(５～12月)の本県のと畜検査では，豚680頭，牛20頭が敗血症と診断され，このうち 豚で81％，牛で25％，

から 属菌が分離されている［１］。本県では，分離菌の同定には，主にApi(ビオメリュー社)を使用してStreptococcus

いるが, 属菌については，一度に同定できる方法は現在はApi以外にはない。そこで今回，と畜検査Streptococcus

で分離度が高い 属菌について ３菌種のMultiplex-PCR(以下，StrePCR)による同定法を検討した。Streptococcus ,

図１ 牛，豚の敗血症における細菌分離状況(県計

：H29.５～12月)

材料と方法

１)StrePCR用プライマー設計の検討

属菌の16S rRNA遺伝子をGenbankStreptococcus

より参照し，塩基配列の比較を行い，各増幅産物

Streptococcus suis S.suのサイズを考慮して (以下

is Streptococcus dysgalactiae S.dysgala)， (以下

)及び (以下 )特ctiae Streptococcus bovis S.bovis

異的配列を検索し，プライマーを設計した。その

後，遺伝子配列検索データベースであるBLASTにて

プライマーの相同性，交差性を確認した。

StrePCR用プライマー設計方法図３

Streptococcus図２ 牛，豚の敗血症における

(県計：H29.５～12月)属菌種の内訳

２)StrePCR条件の検討

， ，StrePCR陽性対照としてS.suis S.dysgalactiae

陰性対照として15菌S.bovis ，の３菌種 の標準株

種(陽性対象の３菌種以外の 属菌８Streptococcus

菌種，その他グラム陽性菌６菌種，グラム陰性

を用い，StrePCRの最適条件(プライマー菌１菌種)

領域，熱変性及びアニーリング温度，DNAポリメラ

ーゼ)を検討した。

３)StrePCRとApiの結果比較

と畜検査時に分離されApiで同定さ当所にて，

野外株 52株， ８株，れた S.suis S.dysgalactiae

２株を用い，得られた最適条件でStrePCRS.bovis

を行い，Apiの結果との比較を行った。

結果

各増幅産物のサイズ及び設計したプライマーの相

S.suis S.dysgala同性，交差性を確認した結果， ，

及び の３菌種 において，表１に示すctiae S.bovis
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，プライマーセットを作成することができた。また

StrePCRの最適条件は，様々な条件検討の結果，

， ，高正確性ポリメラーゼの使用 熱変性温度98℃

アニーリング温度68℃であった。最適条件での

PCRの反応を表２，反応液の組成を表３，プライ

マー最終濃度を表４に示した。標準株を用いた

S.suis S.dyStrePCRでは，最適条件下で は672bp，

は230bp は793bpの位置に増sgalactiae S.bovis，

幅を認め，陰性対照株では増幅は認められなか

S.suった(図４)。野外株を用いたStrePCRでは，

52株中1株を除いた51株， 全is S.dysgalactiae

18株， 全２株で標的とする位置にバンドS.bovis

， ， 。を認め Api同定結果とも一致した(図５ 表５)

StrePCRの費用は約250円/検体，試験時間は約２

時間であり，Apiの約1/5の費用でより迅速に同

定可能であった(表６)。

表１ ， 及びS.suis S.dysgalactiae

を検出するプライマーセットS.bovis

表２ PCR反応条件

表３ PCR反応液の組成

表４ プライマー最終濃度

図４ 標準株の電気泳動像

図５ 野外株の電気泳動像

菌種 最終濃度
S. suis 0.25μM

S. dysgalactiae 0.25μM
S. bovis 0.15μM

793bp
672bp

230bp

S : Streptococcus ＊野外株
En :Enterococcus
T    :Trueperella
Sta :Staphylococcus
Ery :Erysipelothrix
E    :Escherichia

陽性対照 陰性対照
Streptococcus属

陰性対照
非Streptococcus属

672bp
793bp

230bp

野外株 標準株
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表５ 野外株PCR結果とApi同定結果の比較

表６ ApiとStrePCRの試験時間及び費用の比較

考察

本調査より のS.suis，S.dysgalactiae，S.bovis

３菌種について，StrePCRで菌種同定可能であるこ

とが示唆された。プライマー設計では，他菌種と

数塩基しか違いがない領域で設計せざるを得ない

菌種があったが，増幅条件を適切に設定すること

で反応の特異性を高めることができ，明瞭なバン

ドが得られた。また，StrePCRにより，と畜検査に

おいて分離頻度が高い 属菌をより安Streptococcus

価で迅速に同定可能とすることは，今後の敗血症

の診断に有用であると考えられた。今後も，野外

株を用いた特異性・感度を引き続き調査し，３菌

種以外の 属菌にも適用できるようなStreptococcus

StrePCRを確立し，検査の向上に努めたい。

参考文献

［１］鹿児島県食肉衛生検査所協議会 H29微生物

部会調査研究報告
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が高率に発生した農場における薬剤耐性状況Streptococcus suis
楠原莉菜 堀郁子 川畑仁志 藤元英樹

鹿屋食肉衛生検査所

は じ め に

（以下，「 」）は豚や人に髄膜炎や敗血症を引き起こす人獣共通の病原菌である。近Streptococcus suis S. suis

年，豚から分離される 株については，各国において様々な薬剤に対する耐性が確認されており，特にテトラS. suis

サイクリン系及びマクロライド系については耐性株が増加している。本所では，敗血症（心内膜炎型）（以下，「Se（

Ev）」）で全部廃棄された豚からの分離菌種は が最も多く，多い年には８割を超えていることから， にS. suis S. suis

おける薬剤耐性状況を把握することは家畜衛生のみならず公衆衛生上においても重要であると考えられる。そこで

今回，本所で によるSe（Ev）が高率に発生したA及びB農場を対象に，分離された の薬剤感受性試験S. suis S. suis

及び耐性遺伝子保有状況について調査を行ったので，その概要を報告する。

材料と方法

（１）対象農場の概要

A農場，B農場ともに肥育農場であり，A農場は年

間約6,000頭を，B農場は年間約7,000～8,000頭を出

荷している。A農場は系列繁殖農場から系列肥育農

場を経由した後，子豚が導入される。B農場はA農場

とは異なる系列繁殖農場から直接子豚が導入され

る。使用薬剤については，A及びB農場ともにペニシ

リン系，フルオロキノロン系，クロラムフェニコー

ル系及びオルトソマイシン系を使用しており，B農

場についてはその他にマクロライド系の薬剤を使用

している（表１ 。）

表１ 対象農場の概要

（２）材料

平成26年度から令和元年度に管内と畜場で，Se

（Ev）と判定された豚より分離され， と同S. suis

定された菌について，A農場15株，B農場20株の計

35株を各年度より抽出し，試験に供した。

平成26年度から平成28年度については，分離株

S.全てを試験に供したが A及びB農場ともに 年々， ，

分離株が増加したため，分離株数が多い平成suis

29年度から令和元年度については，５株前後を抽

出した（図１ 。）

図１ A及びB農場における分離株数と抽出株数

同定結果を補完するため，グルタミン酸デヒド

ロゲナーゼを標的にしたPCRを実施し，プライマー

はJP４（5'-GCAGCGTATTCTGTCAAACG-3 ，JP５（5'’）
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-CCATGGACAGATAAAGATGG-3 ）を使用した。’

（３）方法

薬剤感受性試験については，農場への聞き取り

調査を基に，A及びB農場での抗生物質使用状況並

びに 属に対する治療選択薬を考慮Streptococcus

し，ペニシリン系のAmoxicillin（AMPC ，Ampici-）

llin（ABPC ， （PCG ，セフェム） ）Benzylpenicillin

系のCefotaxime（CTX ，フルオロキノロン系のOf-）

loxacin（OFLX ，クロラムフェニコール系のChlo-）

ramphenicol（CP ，テトラサイクリン系のTetrac-）

（ ）， （ ），ycline TC マクロライド系のErythromycin EM

リンコマイシン系のClindamycin（CLDM）の７系統

９薬剤について， 法で実施した。Kirby-Bauer

薬剤耐性遺伝子については，PCRによりテトラサ

イクリン系２種（ （O）及び （M ，マクロtet tet ））

ライド系２種（ （B）及び （A/E ）の保有状erm mef ）

況について調査した。

結果

（１）薬剤感受性試験

薬剤感受性試験の結果，ペニシリン系及びクロラ

全35株に感受性を，セフェムフェニコール系は，

ム系及びフルオロキノロン系は34株に感受性を示

し，B農場由来１株で中間を示した。テトラサイク

，リン系はA及びB農場それぞれ１株で感受性を示し

他は全て耐性を示した。マクロライド系及びリン

コマイシン系はA農場では１株に感受性，14株に耐

性，B農場では19株に感受性，１株に耐性を示し，

耐性を示した全ての株で両薬剤の交差耐性が確認

された（表２ 。）

表２ 薬剤感受性試験の結果

（２）薬剤耐性遺伝子保有状況

薬剤耐性遺伝子については，テトラサイクリン

系に耐性を示した全株で （O）が，マクロライtet

（ ） 。ド系に耐性を示した全株で B が検出されたerm

（M）及び （A/E）においては，いずれの株tet mef

においても検出されなかった（表３ 。）

表３ 薬剤耐性遺伝子保有状況

考察

A及びB農場ともにペニシリン系，フルオロキノ

ロン系及びクロラムフェニコール系の薬剤を，B農

場ではその他マクロライド系の薬剤を使用してい

たが，供試株ではマクロライド系を除く３薬剤に

ついて耐性は確認されなかったことから，今のと

ころ薬剤感受性への影響はないと考えられた。テ

トラサイクリン系は，両農場において従来の報告

と同様に高い割合で耐性を示しており，耐性遺伝

子についても （O）が耐性株で100%検出されたtet

ことから，農場内で耐性が拡大していることが推

察された。一方，マクロライド系の耐性について

は，農場毎に耐性の差が見られ，当薬剤を使用し

ているB農場では耐性を示したのは１株のみであっ

たことから，今後，当該農場の他の分離株につい

てもさらに調査を実施し，詳細を把握していくと

ともに，これ以外の農場における薬剤耐性獲得状

況についても注視していく必要がある。

文献

１ A.Martel,M.Baele,L.A.Devriese,H.Goossens,H.）

J.Wisselink,A.Decostere,F.Haesebrouck:Prevale-

nce and mechanism of resistance against macro-

Streptococcus suislides and lincosamides in

テトラサイクリン系 A農場 (%) B農場 (%)

tet(O)
tet(M)

14 / 14 (100%)
0 / 14

19 / 19 (100%)
0 / 19

マクロライド系 A農場 (%) B農場 (%)

erm(B)
mef(A/E)

14 / 14 (100%)
0 / 14

1 / 1  (100%)
0 / 1
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管内と畜場で分離された豚のサルモネラ属菌の実態調査
坂口善二郎 神田裕一 山田耕一 湯之原義弘

阿久根食肉衛生検査所

は じ め に

Salmonella enteサルモネラ症の原因となるサルモネラ属菌は2000を超える多数の血清型に分類される。このうち

serovar （ .） Enteritidis （SE）， .Typhimurium（ST）， .Dublin， .Choleraesuis（SC）によrica subspiecies enterica S S S S

るサルモネラ症はと畜場法において廃棄すべき疾病として指定されている。また，豚からは様々な血清型のサルモ

ネラ属菌が分離されることや，ヒトのサルモネラ症や食中毒においても上記の血清型が関与していることが知られて

いる。近年，当所管内と畜場出荷豚においてサルモネラ症が多発していることから，今回，当所管内と畜場出荷豚

におけるサルモネラ属菌の保有実態を把握し管内と畜場への指導に資するために，健康豚におけるサルモネラ属

菌の保有状況を調査するとともに，過去に当所管内と畜場出荷豚から分離されたサルモネラ属菌ならびに健康豚

が保有していたサルモネラ属菌について薬剤感受性試験を実施したので概要を報告する。

発 生 状 況

県内7カ所の検査所におけるサルモネラ症による

全部廃棄の発生頭数は33～113頭で推移しており 図（

１ ，このうち当所管内における発生頭数は2014年）

以降他所と比べても多く，特に2018年以降は合計13

3頭（全部廃棄頭数の42.2%）と，近年顕著に増加し

ている（図２ 。）

図１ サルモネラ症による全部廃棄状況（県内）

（ ）図２ サルモネラ症による全部廃棄状況 当所詳細

材 料 及 び 方 法

（１）出荷豚のサルモネラ属菌分離検査

2020年3月に管内と畜場に出荷された11農場の健

康豚115頭から盲腸内容物を115検体（3～20検体/農

場）採取した。この盲腸内容物5gをラパポート・バ

シリディアスソーヤ（RVS）45mLで前増菌培養し，

この培養液1mLをハーナテトラチオン酸塩基礎培地

（TT）9mLで増菌培養後，MLCB培地（MLCB）及びBGS

培地（BGS）で分離培養を試みた。発育したコロニ

ーをTSI寒天培地（TSI）及びLIM培地（LIM）で確認

培養し，サルモネラ属菌であることを疑うコロニー

をトリプトソーヤ寒天培地（TSA）で純培養した。

培養はいずれも37℃で24時間，好気条件にて実施し

た。

また，純培養後は市販の免疫血清（サルモネラ免

疫血清「生研 ，デンカ生研）を用いて血清型別試」

験を実施するとともに，薬剤感受性試験を試みた。

（２）サルモネラ属菌の薬剤感受性試験

2019年4月～2020年3月に当所管内と畜場出荷豚か

ら分離されたサルモネラ属菌52株（発症株）及び健

康豚由来サルモネラ属菌21株（保菌株）について，

市販の感受性試験用ディスク（センシディスク，BB

L）を用いて薬剤感受性試験を実施した。薬剤はア

ンピシリン（ABPC ，セファゾリン（CEZ ，セフロ） ）

キシム（CXM ，セフォタキシム（CTX ，セフェピ） ）
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ム（CFPM ，クロラムフェニコール（CP ，ホスホ） ）

マイシン（FOM ，ストレプトマイシン（SM ，ゲン） ）

タマイシン（GM ，カナマイシン（KM ，ナリジク） ）

ス酸（NA ，シプロフロキサシン（CPFX ，テトラ） ）

サイクリン（TC ，スルファメトキサゾール・トリ）

（ ） 。 ，メトプリム合剤 SXT の14種類を供試した なお

培養及び判定は添付の説明書に従って実施した。

検 査 成 績

（１）保菌状況調査及び薬剤感受性試験の成績：健

康豚21頭からサルモネラ属菌が21株分離された（う

ち11株がST 6株が .Derby SD 4株が .Rissen S， （ ）， （S S

R （表１ 。また，発症株52株及び前述の保菌株2）） ）

1株について薬剤感受性試験を実施した結果及び菌

種別の薬剤耐性率は，表１及び図３に示すとおりで

あった。

（２）分離時期毎の薬剤耐性パターン：発症株につ

いては，2019年5月～2020年3月の間に，A農場では4

種類，B農場及びE農場では2種類の薬剤耐性パター

。 ， ，ンを示す株が認められた また 保菌株については

I農場において2020年3月に分離したSTで5種類の薬

剤耐性パターンが認められた（図４ 。）

図３ 菌種別の薬剤耐性率

図４ SC,STの分離時期及び薬剤耐性パターン

表１ 保菌状況調査成績及び薬剤感受性試験成績

農場 検査 分離 分離菌種 耐性薬剤 サルモネラ症の

頭数 株数 全部廃棄歴

A 18 ABPC-CEZ-FOM(1),SM-TC-SXT(1),SM-TC(9),耐性なし(7)

B 11 ABPC-TC-SXT(5),耐性なし(6)

発 C 6 SM(1),耐性なし(5)

症 D - 2 SC SM-TC(2) 有

株 E 2 ABPC-SM-GM-KM-TC-SXT(1),NA(1)

F 8 NA(8)

G 4 耐性なし(4)

H 1 ABPC-SM-SXT(1)

A 10 5 ST(1),SR(4) 耐性なし(1),ABPC-SM-NA(4)

B 20 1 ST(1) ABPC-SM(1)

C 15 1 SD(1) 耐性なし(1)

保 D 10 5 SD(5) 耐性なし(5) 有

菌 E 10 1 ST(1) ABPC-SM(1)

-株 G 10 0 -

I 10 8 ST(8) ABPC-CP-KM-NA-TC(1),ABPC-CP-NA-TC(2),

ABPC-CP-KM-NA(1),KM-NA(3),KM-NA-TC(1)

J 10 0

K 10 0 - - 無

L 7 0

M 3 0
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考 察

今回，管内と畜場出荷豚におけるサルモネラ症が

多発したことから，衛生指導の一助とするためにサ

ルモネラ属菌の保有実態を調査した。その結果，過

去発生歴のある6農場のうち5農場（83.3%）の13頭

17.3% 過去発生歴のない5農場のうち1農場 20.（ ）， （

0%）の8頭（20.0%）の健康豚からST，SD及びSRが分

5,7,8)離された。ST及びSDは健康豚における保菌報告

があり，SRも豚農場における検出事例 がある。さ6)

らに，今回保菌していたサルモネラ属菌はいずれも

ヒトの下痢や食中毒の発生に関与していることが知

られている 。また，保菌率は既報 （1.4～9.2-4,10) 1,5-8)

1%）に比べて高率であった。このことから，と畜解

体工程においては，過去のサルモネラ症発生の有無

に拘わらず，消化管内容物中にはサルモネラ属菌が

含まれる可能性があることを考慮して，衛生管理を

徹底することが重要と考えられた。また，薬剤耐性

傾向については，SCで6剤耐性株が1株，SXT耐性株

が8株認められ，STで4剤耐性株が4株認められた。S

C及びSTの薬剤耐性傾向は，過去の報告 と類似し9,11)

ていた。このことから，多剤耐性株あるいは複数の

耐性パターンの株が分離された農場では，薬剤感受

性を確認のうえ使用薬剤を決めるなどして薬剤を慎

重に用いて，耐性株が農場内に浸潤しないように注

意する必要があると考えられた。さらに，同時期に

農場内で複数の薬剤耐性パターンを示す農場（A，I

農場）や，出荷時期によって農場内で異なる耐性パ

（ ， ， ） 。ターンが認められた農場 A B E農場 があった

このことから，同一農場内で複数の株が浸潤してお

り，健康な保菌豚がサルモネラ症を引き起こす危険

性があること，発症時には耐性が不明なまま，治療

時に耐性薬剤を選択し投与してしまう危険性がある

と考えられた。

サルモネラ属菌の常在化は，今回の様なサルモネ

ラ症の発生増加や農場周辺の野生動物への浸潤，ヒ

トへの感染等に至る可能性があり，速やかな衛生対

策が求められる。今回は，発生増加を受けて既に当

所から管内と畜場を通じて，農場への衛生指導を含

め対応を依頼しており，農場では，投薬プログラム

の変更や，アウト後の空舎期間中の消毒実施等の対

策がとられた結果，現在に至るまでサルモネラ症の

発生件数増加は認められていない。今後も多発農場

や多剤耐性菌分離農場については薬剤感受性も調査

し，適宜，検査成績を農場へ速やかにフィードバッ

クすることで，と畜場及び農場への衛生指導に繋げ

ていきたい。
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ブロイラーの浅胸筋変性症の病態調査
田澤陸 小牟田綾 岩下香織 岩村晴美 姫木学

串木野食肉衛生検査所

は じ め に

鶏の浅胸筋変性症（以下、本症）は、発育が早く歩留まりの高いブロイラーに多くみられるムネ肉の硬化・腫脹等

の変性を主徴とする疾患であり、本県では食鳥検査で本症を認めた場合、特徴的所見に加え著しい炎症症状を認

めるものを「炎症」、広範囲に硬化を認めるものを「変性」として全部廃棄としている。近年、管内大規模食鳥処理場

において本症の発生件数が急増していることから、発生状況調査及び精密検査を実施し、令和元年度食肉及び食

鳥肉衛生研究発表会において第一報を報告した〔１〕。今回、本症のさらなる病態調査を目的として年間を通した発

生状況調査、生鳥の血液検査及び筋肉の理化学並びに病理組織学的検査を実施したので、その概要について報

告する。

材料及び方法

（１）発生状況調査

2019年２月から５月及び2019年８月から2020年１

月の期間、食鳥検査における本症の廃棄率を調査し

た。

（２）血液検査

2019年10月から2020年２月にかけて採材した。生

体で本症を判別することは困難なため、本症の発生

が多いとされる生体重３kg以上の鶏（大型鶏）と標

準体重の鶏（標準鶏）の２群に分け、各18羽の生鳥

から採血し、Vit.A、E及び一般生化学検査14項目に

ついて測定した。そのうち、各14羽について血液塗

抹検査を実施した。検査結果はStudentのt検定を実

施し、P＜0.05を有意差有りと判定した。

（３）理化学検査

2020年４月から６月に本症で全部廃棄となったと

体のうち、ムネ肉の硬化腫脹・出血等の所見が重度

なと体（重度）19羽、これらの所見が比較的軽度な

（ ） 、 （ ）と体 軽度 20羽 ムネ肉に病変のないと体 正常

21羽について、中抜きと体重量、ムネ肉・ササミ・

モモ肉の各重量を測定した。また独立行政法人家畜

改良センターの技術マニュアル〔２〕を参考に、ム

ネ肉及びモモ肉の水分含量、保水能力の指標である

ドリップ量・遠心保水性・加熱損失、とさつ直後及

び24時間後の筋肉pHを測定し、さらにM.Tienらの方

法〔３〕に従いムネ肉の過酸化脂質量（TBA法）を

測定した。検査結果はSteel-Dwass法による多重検

定を実施し、P＜0.05を有意差有りと判定した。

（４）病理組織学的検査

理化学検査に供した鶏の筋肉について、常法に従

い切片を作製しHE染色及びマッソン・トリクローム

染色を施し、病理組織学的検査を実施した。

成績

（１）発生状況調査

調査期間中の食鳥検査羽数に占める本症の廃棄率

は0.33％であり、２～５月で少なく、９～１月で多

い傾向を認めた(図１)。全部廃棄羽数に占める本症

の割合は32％であり、８～11月は40％以上と高い傾

向を示した。

図１ 発生状況調査
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（２）血液検査

一般生化学検査では標準鶏と比べ大型鶏の総コレ

ステロールが有意に高い値となり（大型鶏150.2±1

1.3mg/dL、標準鶏136.2±13.8mg/dL 、それ以外の）

検査項目では有意差を認めなかった。また、血液塗

抹検査では白血球分画の異常は認めなかった。

（３）理化学検査

本症鶏は正常鶏に比べ、と体重量及び各部位は有

意に重く、と体重量に占めるムネ肉の割合が有意に

高かった（表１ 。）

表１ 中抜きと体重量及び各部位重量測定結果

理化学検査において、本症ムネ肉は正常に比べ水

分含量、ドリップ量、加熱損失が有意に高く、遠心

保水性が有意に低い結果となった。pHは24時間後に

重度が正常に比べ有意に高い傾向にあり、過酸化脂

質は個体間でばらつきが大きく有意差を認めなかっ

たものの本症で高い傾向を示した（表２ 。）

表２ ムネ肉理化学検査結果

また、本症モモ肉は正常に比べ遠心保水性が有意

に低く、加熱損失は有意差を認めないものの高い傾

向があった。水分含量、ドリップ量及びpHでは有意

差を認めなかった（表３ 。）

S.D.平均値±

S.D.平均値±

表３ モモ肉理化学検査結果

（４）病理組織学的検査

肉眼的に本症ムネ肉には筋肉の退色、筋膜の肥厚

・水腫様変性、点状出血、白色線条病変等が認めら

、 、れ 同様の所見が重度及び一部の軽度症例のササミ

モモ肉においても認められた（図２ 。）

図２ 肉眼所見

組織学的には本症ムネ肉で認められた筋線維の著

しい大小不同、硝子様及び絮状変性、間質の水腫、

膠原線維の増生、リンパ球を主体とした炎症細胞の

浸潤といった所見（図３）がササミ（図４）及びモ

モ肉（図５）においても認められた。

図３ ムネ肉組織所見

S.D.平均値±

重度 軽度 正常

と体重量(g) 3073 ± 265 2917 ± 311 2109 ± 337 

ムネ肉重量(g) 437 ± 50 419 ± 55 259 ± 58 

ササミ重量(g) 79 ± 8 77 ± 8 58 ± 12 

モモ肉重量(g) 429 ± 48 428 ± 41 306 ± 56 

ムネ肉/と体(%) 14.2 ± 0.9 14.4 ± 1.1 12.2 ± 1.2 

ササミ/と体(%) 2.6 ± 0.2 2.6 ± 0.2 2.7 ± 0.3 

モモ肉/と体(%) 14.0 ± 1.1 14.7 ± 1.0 14.5 ± 1.2 

重度 軽度 正常

水分含量(%) 82.4 ± 1.5 81.0 ± 2.2 75.3 ± 1.3 

ドリップ量(%) 7.0 ± 3.2 5.8 ± 2.4 2.2 ± 1.2 

遠心保水性(%) 43.3 ± 4.8 45.4 ± 3.1 31.8 ± 8.1 

加熱損失(%) 39.3 ± 6.4 38.6 ± 5.3 24.4 ± 3.4 

pH(直後) 6.41 ± 0.24 6.45 ± 0.19 6.40 ± 0.23 

pH(24h後) 6.15 ± 0.19 6.08 ± 0.19 5.97 ± 0.17 

過酸化脂質 291 ± 175 298 ± 215 190 ± 122 

重度 軽度 正常

水分含量(%) 76.7 ± 0.8 76.3 ± 0.7 76.1 ± 1.2 

ドリップ量(%) 1.8 ± 0.9 1.5 ± 0.7 1.5 ± 1.1 

遠心保水性(%) 34.4 ± 5.1 32.7 ± 4.4 28.6 ± 6.0 

加熱損失(%) 26.3 ± 3.6 26.8 ± 3.8 24.4 ± 5.1 

pH(直後) 6.43 ± 0.22 6.50 ± 0.17 6.45 ± 0.22 

pH(24h後) 6.46 ± 0.23 6.53 ± 0.18 6.47 ± 0.22 
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図４ ササミ組織所見

図５ モモ肉組織所見

考察

年間を通じた発生状況調査により、本症による廃

棄率は若干の季節変動を認めたことから、農場にお

ける暑熱感作等が本症の発生に関与している可能性

が考えられた。

浅胸筋変性症のムネ肉は木質化や白色線条病変と

いった特徴的な肉眼的変化のみならず、食感の硬化

・ドリップ量の増加など著しい肉質の変化が問題と

される〔４ 。今回の調査結果から本症ムネ肉にお〕

いて顕著な水分含量の増加、保水能力の低下が認め

られ、過酸化脂質も高い傾向を示し、数値的にも肉

質の変化が確認された。また発症鶏のモモ肉でも軽

、 、度ながら遠心保水性の低下 加熱損失の増加を認め

病理組織学的検査においてもササミ及びモモ肉にム

ネ肉と同様の病変を認めたことから、本症の重症例

ではムネ肉のみならずササミやモモ肉の肉質にも影

響を与えることが示唆された。以上のことから、食

鳥検査時にはムネ肉以外の部位についても目視する

ことで総合的な判定を行う必要があり、また食肉処

理施設においても合格となったと体について解体時

の異常の有無を確認する等、慎重に取り扱う必要が

あると思われた。

まとめ

ブロイラーの浅胸筋変性症は世界各国で発生が認

められ、日本でも養鶏業界に大きな損失を与えてい

る。管内大規模食鳥処理場においても近年廃棄羽数

の増加が問題となっており、今回実施した本症の病

態調査結果を処理場に還元し情報共有を図ってい

る。今後も関係機関と連携し、本症の疫学的・科学

的調査を継続することで、更なる病態解明及び発生

低減につなげていきたい。

参考文献

〔１〕是枝七奈 他：大規模食鳥処理場におけるブ

ロイラーの浅胸筋変性症の発生状況，令和元年度食

肉及び食鳥肉衛生研究発表会，(2020)

〔２〕独立行政法人家畜改良センター：技術マニュ

， ，アル21 食肉の理化学分析及び官能評価マニュアル

(2010)

〔３〕M.Tien＆S.D.Aust：Biochimica et Biophysi

ca Acta（BBA ，712，１(1982)）

〔４〕Aviagen：Breast Muscle Myopathies(BMM)，

(2019)
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黄疸の指標としての肝臓中パルミチン酸レチノール
) )日髙 遼太郎，田中 嘉文，鏡園 仁，中村 誠 ，松元 光春
1 2

大口食肉衛生検査所 ， 鹿児島中央家畜保健衛生所， 鹿児島大学共同獣医学部1 2) )

は じ め に

と畜検査における黄疸の判定は，主に枝肉及び内臓の黄変度と血中総ビリルビン濃度(T-Bil)を目安に行ってい

るが，黄変度が肉眼的所見に基づく指標であることに加え，採取した血液の溶血や希釈により正確なT-Bil測定が

困難なケース又は血液の入手ができないケースがあり，科学的根拠が乏しく判定に苦慮することがある。そこで今

回，採材及び検査が容易な黄疸の指標となる検査項目を模索した。正常時の肝臓はビタミンAを貯蔵しており，そ

の大部分がパルミチン酸レチノール(RP)としてDisse腔に存在する肝臓星細胞(HSC)の脂肪滴内に貯蔵されている

が，肝障害が起こるとHSCが活性化し，筋線維芽細胞に形質転換する過程でRP貯蔵能が失われるとされている

〔1〕。このようなHSCの機能に着目し，肝臓中RPの低下が黄疸の指標となるか検討を行った。

材 料 及 び 方 法

黄疸肝を呈し，全部廃棄となった黄疸症例(肥育

牛３，肥育豚７検体)の肝臓及び対照として肝包膜

炎等その他の疾病で一部廃棄となった肝臓(肥育牛

25，肥育豚50検体)を採材し以下の検査に供した。

肝臓中RPは動衛研生化学マニュアル〔2〕に準じて

蛍光検出器を用いたHPLC(SHIMADZU Prominence)で

測定した。さらに，HSCの活性化について形態学的

にも確認するため，10％中性緩衝ホルマリン固定

材料を用いて，HE染色，マッソントリクローム

（MT）染色並びにHSC活性化マーカーであるdesmin

及びα平滑筋アクチン(SMA)に対する免疫染色を行

い，一部検体については透過型電子顕微鏡(TEM)に

よる観察を行った。また，豚の黄疸症例について

はMT染色を行った切片を用いて肝線維化スコアを

半定量的に算出〔3〕し，肝臓中RPとの相関関係を

調べた。

結 果

HPLC測定による肝臓中RPのクロマトグラムは，

約7.5分にRPのピークが出現し，牛豚ともに分離良

好で妨害ピークも認められなかった（図１ 。豚の）

黄疸症例は，対照群の平均値と比較して1検体を除

き肝臓中RPが低下しており（表１ ，中には極度に）

低下している検体も認められた（図１ 。また，両）

群間に有意差が認められた（p=0.03 。一方，牛の）

黄疸症例では，全ての検体で対照群の平均値より

低値を示し 定量限界未満の検体も認められた 症， （

例数が少なかったため統計解析は実施していな

い 。なお，牛の対照群の平均値は，豚の約60分。）

の１程度と極めて低い値であった(表１)。

図１ 豚の肝臓中RPのクロマトグラム
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表１ 黄疸症例の肝臓中RP測定結果

＊：定量限界(0.01μg/g)未満，H：溶血あり，D：希釈あり

形態学的には，肝臓中RPが豊富であった対照例

のHSCは，細胞質内に大型の脂肪滴を含み，それに

より核が圧排された印環状となっており，脂肪滴

を縁取るように細胞質がわずかにdesmin及びαSMA

に陽性反応を示した。一方，黄疸症例のHSCは，線

維芽細胞様に核及び細胞質が腫大しており，細胞

質がdesmin及びαSMAに強い陽性反応を示し（図

２ ，電顕下では脂肪滴の変形や消失が認められた）

（図３ 。また，豚における肝臓中RPと肝線維化ス）

コアとの間には有意な負の相関関係が認められた

（r=-0.83，p=0.011 。）

図２ 豚のHSCの免疫染色結果

No. 品種
肝臓中
RP
(μg/g)

T-Bil
(mg/dL)

1 B 19.4 4.8

2 F1 1.7 2.4

3 F1 9.3 5.1H

4 F1 12.7 3.9

5 B 41.4 4.7H

6 F1 7.2 3

7 F1 25.3 3.6

1 F1 0.0* 2.8

2 F1 0.1 4.5

3 JB 0.2 1.3D

畜種
対照群
平均±SE
(μg/g)

黄疸症例

豚
(F1・B)

29.24
±2.89
(n=50)

牛
(JB・F1)

0.46
±0.15
(n=25) 図３ 豚のHSCのTEM像

考 察

今回の調査結果で牛及び豚の大部分の黄疸症例

で肝臓中RPの低下が認められ，形態学的にもHSCの

活性化が確認されたことから，肝臓中RP低下が黄

疸の指標となることが示唆された。また，豚にお

いては肝線維化の指標としても有用であると考え

られた。HPLCによる肝臓中RP測定は，肝臓の採材

が容易で，前処理も短時間で済み，緩衝液等の試

薬調製も不要であることから通常の検査の範囲内

で実施可能だと考えられた。

しかしながら，肝臓中RPが黄疸症例でも対照群

の平均より高い検体や対照群の中にも低下してい

る検体も認められた。このことは，HSCの活性化が

非特異的な反応であること〔4 ，肝臓のビタミンA〕

貯蔵量が食餌による影響を受けること〔5〕による

ものと考えられた。また，牛の黒毛和種及び交雑

種では，肥育過程におけるビタミンA制限の影響だ

と考えられるが，対照例でも肝臓中RPが極度に低

下していたため，肝障害の重度軽度を比較するこ

とは困難だと考えられた。したがって，肝臓中RP

は現行のT-Bilや黄変度と同様に判断材料の一つと

位置づけ，判定を行う際は全身症状の有無等を考

慮し総合的に判断することが重要である。

参 考 文 献
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令和元年度の保留豚における

抗菌性物質残留陽性事例の調査
久保田尭 吉野雄 佐藤史子 堀郁子 抜迫卓也 米丸実 藤元英樹

鹿屋食肉衛生検査所

はじめに

鹿児島県では，と畜検査で保留となった豚の肝臓，腎臓，筋肉について感受性培地を使用した残留抗菌性物

質のスクリーニング検査（以下，「直接法」） を行い，筋肉で一定以上の阻止円が見られた場合はさらに再検１） ２）

査（筋肉６カ所）を行い，同様の反応が確認されたものを陽性として計上している。令和元年度における県内の

保留豚4,373頭のスクリーニング検査結果を集計したところ，13頭が直接法陽性となり，そのうち９頭が本所分で

あった。そこで，と畜場及び生産者への指導の一助とするため，県内における豚の保留状況と本所の直接法陽

性事例について検討したので報告する。

材 料 と 方 法

本県の「と畜・食鳥検査管理システム」のデー

タ及び本所の精密検査結果記録を用いた。データ

から，県内及び本所の保留豚について体格別，栄

養状態別，疾病別に発生数を比較し，加えて，本

所の陽性事例における解体所見の調査及び休薬期

間等の聴き取り調査結果を整理した。

結 果

県内の保留豚 頭について，体格別にみる4,373

， （ ） （ ）， （ ）と 繁殖廃用 大 頭 通常出荷 中300 6.8%

（ ）， （ ） （ ）2,619 60.0% 1,454 33.2%頭 発育 不良 小 頭

であった。

栄養状態別にみると，良 頭（ ，不3,077 70.4%）

良（削痩） 頭（ ）であった。1,296 29.6%

図１ 県内保留豚の体格別（左）及び栄養状態別

の頭数と割合

疾病別にみると，高度の水腫971頭（22.2% ，）

敗血症(心内膜炎型 1,406頭 32.2% 豚丹毒(関） （ ），

（ ） 。節炎型)959頭 21.2% ,その他1,037頭であった

図２ 県内保留豚の疾病別における頭数及び割合

本所と県全体の保留豚の割合について体格別

に比較を行ったところ，本所の体格小（61.2%）

， （ ） 。が 県全体 33.2% よりも高いことがわかった

また，栄養状態別による比較では，本所の栄

養不良（72.3%）が，県全体（29.6%）よりも高

いことがわかった。

図３ 本所と県全体の保留豚における

体格別比較（左）及び栄養状態別（右）

疾病別による比較では，本所の高度の水腫（4

0.8%）が，県全体（15.2%）よりも高いことがわ
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かった。

図４ 疾病別の保留割合

本所における９頭の直接法陽性事例では，６頭

が体格小，９頭が栄養不良，６頭が高度の水腫で

あった。解体所見は全頭で複数臓器に病変が見ら

れ，全て保留疾病で廃棄となった。また，直接法

陽性の場合に行う「畜水産食品中の残留抗生物質

簡易検査法（改訂 （以下 「簡易法 ） で）」 ， 」 １）２）

も陽性となったのは２頭で，この結果を受けた聴

き取り調査では，１頭はマルボシル５ (休薬３%

日) による治療後７日目に出荷され，他１頭はド

キシサイクリン(休薬 日)による治療後 日目10 17

に出荷されたことが分かった。

表１ 当所における直接法陽性事例

注）全疾病：胸膜炎，肝包膜炎，横隔膜炎及び腹

膜炎を呈する所見

考 察

本所と県全体の保留豚の比較により，本所では

他所に比べ，発育不良豚の搬入数が多いことが考

えられた。また，本所の陽性事例より，代謝不良

等により抗菌剤残留が多発した可能性が考えられ

た。これらのことから，簡易法陽性時，と畜場及

び生産者への指導の際，出荷する豚の体格，栄養

状態を十分に考慮した休薬期間を確保するよう注

意喚起を行うことが，陽性事例の低減及び安全な

食肉提供の推進につながると考える。

参 考 文 献

１）食肉衛生検査指針 理化学編 厚生省 生活

衛生局 監修 1991

２）食品安全性セミナー４ 動物用医薬品・飼料

添加物 初版
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枝肉重量と内臓病変及び枝肉重量遺伝子 との関連性CW-2

干場 浩 神田卓弥 中島亮太朗 岡村洋徳 山口 学1)

末吉食肉衛生検査所， 肉用牛改良研究所1)

は じ め に

近年，肉用牛の改良が進み，枝肉重量や脂肪交雑等の枝肉成績が年々向上している。同時に遺伝子研究が進

み，肉用牛には高い枝肉成績が期待される中，個々の成績には差が認められることもある。その要因として，飼養

農場が異なることによる飼養環境や飼料の違い，病歴の有無等が推察される。

鹿児島黒毛和種牛の遺伝子研究の中で発見された は，肉用牛の枝肉重量に効果がある遺伝子である。そCW-2

こで今回，枝肉成績の中でも比較しやすく経済的にも重要である枝肉重量と，食肉衛生検査所のと畜検査で認めら

れた内臓病変及び の関連性について調査を行った。CW-2

材料と方法

枝肉重量遺伝子 はcarcass weightの頭文字をCW-2

取った肉用牛の枝肉重量に効果がある遺伝子で，肉

用牛改良研究所が（公社）畜産技術協会附属動物遺

伝研究所との共同研究において，鹿児島黒毛和種牛

の遺伝子研究の中で発見し，特許を取得した。

平成29年12月11日から令和２年１月７日の期間

に，県内２カ所のと畜場でと畜された黒毛和種去勢

肥育牛150頭を材料とした。対象牛の内臓病変デー

タは新と畜食鳥検査管理システムから収集され，枝

肉重量及び遺伝子型データは肉用牛改良研究所から

提供を受けた。

，対象牛の腎周囲脂肪または血液からDNAを抽出し

遺伝子領域をPCRで増幅した（表１ 。CW-2 ）

PCRによる反応はLifeECO（Bioer Technology Co.,

Ltd）を用いて，熱変性（94℃ ，アニーリング（60）

℃ ，伸長（72℃）を35サイクル行った。その後，）

ダイレクトシークエンス法により，遺伝子型（GG，

GT，TT）を決定した。シークエンサーはApplied

Biosystems 3500ジェネティックアナライザ

（Thermo Fisher Scientific）を用いた。G塩基由

来のタンパク質が枝肉重量増加に効果が大きいた

， （ ），め 対象牛をG保有牛125頭 GGまたはGT：以下A群

G非保有牛25頭（TT：以下B群）に分け，枝肉重量の

表１

図１

プライマー

FW ： TTT CAG AAT GTG AAT TTT GGC TTA
RV ： AGC CAA AAG CAC TGA AAA CAC

CW-2

Gを１つ
保有

A群

B群

TATCCCTAAT G TCTTTT
TATCCCTAAT G TCTTTT

TATCCCTAAT G TCTTTT
TATCCCTAAT T TCTTTT

TATCCCTAAT T TCTTTT
TATCCCTAAT T TCTTTT

GG

GT

TT G非保有

Gを２つ
保有

CW-2

枝肉重量遺伝子及び遺伝子型
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比較を行った（図１，表２ 。さらに各群内で枝肉）

重量の重い順に並べ，それぞれの上・下位の枝肉重

量と内臓病変との関連性について検討した。

表２

結果

， ，A群 B群の枝肉重量の平均値はそれぞれ520.7kg

486.7kgであり， 検定で有意差（P<0.01）が認めらt

れた（図２ 。）

図２

遺伝子型別頭数及び枝肉重量平均値

遺伝子型 頭数 枝肉重量平均値(kg)
GG 40 523.7
GT 85 519.3

B群 TT 25 486.7

A群

＊

t検定
＊P<0.01

結果（枝肉重量平均値）

内臓病変データは１頭当たり０～４所見があり，

胸膜炎，肺炎，肝出血斑の３病変が多く認められた

（表３ 。）

表３

A群内の上位牛と下位牛の間には，枝肉重量と内臓

病変の有無について有意差は認められなかった。し

かし，B群内では上位牛の病変数が少なく，下位牛

の病変数が多く認められ（表４ ，）

表４

その両者間に有意差が認められた（P<0.05：フィッ

シャーの正確確率検定：図３ 。）

結果（内臓病変内訳）

頭1
頭部リンパ節膿瘍  1
（化膿性リンパ節炎）

肺92
胸膜炎56
肺炎36

心臓1
心膜・心外膜炎1

横隔膜9
横隔膜炎4 横隔膜膿瘍2
横隔膜水腫3

肝臓83
肝出血斑52 肝膿瘍7
鋸屑肝13 胆石2
肝包膜炎8 肝小葉間静脈炎1

小腸2
小腸炎2

腎臓5
腎周囲脂肪壊死2 腎嚢胞（嚢胞腎）1
腎炎1 腎周囲脂肪水腫（融解）1

腸間膜1
腸間膜脂肪壊死1

結果（B群の内臓病変内訳）
上位8頭（病変保有率2/8=25%）
No. 枝肉重量(kg)

1 571.7 なし
2 549.4 なし
3 544.1 横隔膜炎，肝出血斑
4 538.2 なし
5 535.8 なし
6 535.8 なし
7 509.7 肺炎， 胸膜炎， 肝出血斑
8 509.6 なし

下位8頭（病変保有率7/8=87.5%）
No. 枝肉重量(kg)
18 459.2 なし
19 459.2 肝包膜炎
20 457.8 肺炎， 肝出血斑
21 456.8 肝出血斑
22 456.8 胸膜炎， 胆石
23 423.4 肺炎， 胸膜炎， 肝出血斑，鋸屑肝
24 417.1 胸膜炎， 肝膿瘍
25 415.1 胸膜炎， 肝出血斑，胆石

病変名

病変名
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図３

考察

文献及び今回の調査の結果から，Gを保有する牛

は保有しない牛と比較して枝肉重量が増加する傾向

が改めて確認できた。また，B群において，枝肉重

量下位牛は上位牛と比較して内臓病変数が有意に多

く認められ，内臓病変の影響により枝肉重量を有意

に減少させることが示唆された。一方，A群におい

て，枝肉重量と内臓病変間に有意差が認められなか

ったが，Gを含む遺伝子由来のタンパク質の効果で

枝肉重量に対する内臓病変の影響は小さくなると推

察した。

G保有牛は枝肉重量が増加することを再確認でき

たが，G非保有牛が生まれても，病気を無くすこと

で枝肉重量の増加が期待できることを農場に説明

し，良好な枝肉の生産に役立てていきたい。

今回は内臓病変の有無のみで検討したが，内臓病

変の程度，臓器の種類等，食肉衛生検査所では多く

の情報を取得できる。今後，検査頭数を増加して検

討していきたい。

参考文献
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良増殖をめぐる情勢, 18(2019)
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過去の業績発表及び調査研究（ 平成10年度以降）
年 度 検 査 所 名 発 表 内 容 及 び 研 究 内 容

平成10 知覧食肉衛生検査所 ・ 豚赤痢様病変及び大腸炎を呈した豚の結腸粘膜から分離されたSer pul i na属菌の性

状について

串木野食肉衛生検査所 ・ と畜場で認めれた牛の悪性水腫について

阿久根食肉衛生検査所 ・ 豚肺炎からのAct i nobaci l l us pl eur opneumoni aeの分離

大口食肉衛生検査所 ・ 豚の敗血症（ 第１ 報）

末吉食肉衛生検査所 ・ PCRにおけるベロ毒素産生性大腸菌検出感度の向上

・ 豚におけると畜検査データの解析とフィ ード バッ クシステムへの応用

志布志食肉衛生検査所 ・ 養豚農家へのフィ ード バッ ク事業

平成11 知覧食肉衛生検査所 ・ 精度管理の立場からみたBaci l l us subt i l i s, Baci l l us mycoi des, Mi cr ococcus l ut

eusの各種抗生物質の感受性について

・ 牛の病畜検査状況と健康畜で検査した枝肉及び肝臓の疾病状況（ 誌上発表）

大口食肉衛生検査所 ・ 豚の敗血症（ 第２ 報） －フィ ード バッ ク事業の１ つの成果－

末吉食肉衛生検査所 ・ 牛の肝臓及び胆汁からのCampyl obact er属菌の検出

志布志食肉衛生検査所 ・ 豚盲腸内容物におけるサルモネラ保菌調査

・ と畜場で認められた牛の嚢胞腺癌の１ 症例

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 豚血清中のインフルエンザウイルス抗体の継続的観察

平成12 知覧食肉衛生検査所 ・ 鶏白血病について

・ 肝蛭による病変

・ 筋間水腫における一考察

阿久根食肉衛生検査所 ・ と畜場における牛のヨ ーネ病診断事例

大口食肉衛生検査所 ・ 豚の敗血症（ 第３ 報） －フィ ード バッ ク事業の一例－

末吉食肉衛生検査所 ・ と畜場で認められた牛の顆粒膜細胞腫の１ 症例

・ HPLCによる合成抗菌剤及び寄生虫用剤の同時分析法の検討

・ 末吉食肉衛生検査所における口蹄疫発生時の対応経過

志布志食肉衛生検査所 ・ フィ ード バッ ク農家の意向調査

鹿屋食肉衛生検査所 ・ ブロイラー養鶏農場におけるサルモネラ衛生対策 ～その１ ～

平成13 阿久根食肉衛生検査所 ・ 気腫疽と悪性水腫の鑑別と迅速診断

大口食肉衛生検査所 ・ 県下の大規模食鳥処理場における細菌汚染調査について

末吉食肉衛生検査所 ・ 豚繁殖・ 呼吸障害症候群ウイルス（ PRRSV） の抗体保有率及び分離状況について

・ 豚頭肉の汚染状況

志布志食肉衛生検査所 ・ と 畜場搬入牛・ 豚におけるQ熱リ ケッ チア抗体保有ならびにCoxi el l a bur net i i 遺

伝子の検出状況

鹿屋食肉衛生検査所 ・ ブロイラーにおけるサルモネラおよびカンピロバクター保菌調査
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平成14 知覧食肉衛生検査所 ・ 敗血症(心内膜炎型） の培養法に関する検討

阿久根食肉衛生検査所 ・ 豚のリ ンパ類上皮細胞性（ Lenner t ） リ ンパ腫の一例

末吉食肉衛生検査所 ・ DFD様筋肉変性鶏（ ブロイラー） に対する伝染性気管支炎ウイルス（ I BV） および

腎疾患の関与について

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 湯はぎ式解体ラインにおける枝肉細菌数の推移

・ と 畜段階及び生産段階における発育不良豚の実態と処理方法に関する一考察

平成15 知覧食肉衛生検査所 ・ 関節炎型豚丹毒の凝集反応法による診断法の検討

・ 発育不良の黒毛和種牛における腎尿細管異形成の一症例

串木野食肉衛生検査所 ・ 正常肥育豚の血液検査及び発育不良豚との比較

阿久根食肉衛生検査所 ・ 慢性貧血が疑われた高齢牛の一症例

末吉食肉衛生検査所 ・ 豚丹毒迅速診断の比較検討

・ と 畜豚の肺疾患及び豚繁殖・ 呼吸器障害症候群ウイルス（ PRRSV）， 豚サーコウイ

ルス２ 型（ PVC2） および豚オーエスキー病ウイルス（ ADV） と の関係について

・ ブロイラーにおける胆管肝炎の病理

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 湯はぎ式解体ラインにおける衛生管理への取り 組み

平成16 知覧食肉衛生検査所 ・ 黒毛和種牛におけるクローディ ン１ ６ 欠損症とその類似疾患

串木野食肉衛生検査所 ・ 豚カッ ト 室における細菌数の変動と衛生対策の効果

阿久根食肉衛生検査所 ・ 豚のアレルギー性皮膚炎について

・ 食鳥検査でみられたブロイラーのAsper gi l l us f l avus感染症

大口食肉衛生検査所 ・ 牛， 豚の体表におけるリ ステリ ア属菌付着状況調査

・ と 畜場で発見される豚抗酸菌症への一考察（ ホルマリ ン固定材料からの抗酸菌検索）

末吉食肉衛生検査所 ・ 豚解体処理工程別の枝肉細菌数の推移と衛生管理の改善への試み

・ PCRによるCl ost or i di um chauvoei と Cl ost r i di um sept i cumの迅速鑑別診断の検討

・ DFD様筋肉変性鶏の過酸化脂質及び深胸筋と肝臓のプロテオーム解析

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 管内一と畜場におけるサルモネラ浸潤状況

平成17 知覧食肉衛生検査所 ・ 発育不良豚血漿のプロテオーム解析

串木野食肉衛生検査所 ・ 成鶏に見られた骨外性骨肉腫の一例

阿久根食肉衛生検査所 ・ と 畜検査時にみられた牛のアクチノ バチルス症

・ Cl ost r i di um sept i cum分離同定法の一考察

大口食肉衛生検査所 ・ クマリ ン系殺鼠剤中毒を疑った豚のHPLC分析

末吉食肉衛生検査所 ・ 豚丹毒迅速診断の比較検討（ 第２ 報）

・ 牛の胆汁中におけるCampyl obact er汚染調査及び分離菌株の遺伝子型比較

・ 大規模食鳥処理場におけるカンピロバクタ ー汚染状況調査

・ 豚赤痢のPCR法導入による迅速診断と病理組織学的診断の比較検討

志布志食肉衛生検査所 ・ PCR法による抗酸菌検出法の検討

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 間質性肝炎を呈する豚肝臓の細菌汚染調査（ 第１ 報）

・ 寄生虫用剤イベルメ クチンの牛への残留状況について

・ 残留抗生物質簡易検査におけるBaci l l us mycoi des芽胞原液作成法の検討
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平成18 阿久根食肉衛生検査所 ・ 異常な臭い及び黒色を呈する牛の大腸に関する調査

大口食肉衛生検査所 ・ St r ept ococcus gal l ol yt i cusが分離されたブロイラーの心内膜炎

・ 食鳥検査データーからみたと体廃棄の原因疾病

末吉食肉衛生検査所 ・ 牛枝肉の脳・ 脊髄組織汚染状況調査及び汚染除去方針の検討

・ 豚敗血症（ 心内膜炎型） からのSt r ept ococcus sui s分離状況調査

・ ブロイラーの育成から出荷過程おけるカンピロバクタ ー汚染状況調査

志布志食肉衛生検査所 ・ 牛血漿のSDS-PAGE解析

・ 食鳥処理場におけるカンピロバクタ ー汚染状況調査（ 第１ 報）

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 緊急搬入牛から検出されたイベルメ クチンについて（ 症例報告）

・ 豚腸管由来の多剤耐性Sal monel l a Typhi mur i um( ST) 分離状況と分離株の特徴

平成19 串木野食肉衛生検査所 ・ と畜場搬入豚由来Sal monel l a Chol er aesui sの薬剤感受性とプラスミ ド プロファ イ

ル

阿久根食肉衛生検査所 ・ バイオアッ セイによる抗菌性物質の感受性試験

・ 牛の好酸球性筋炎の１ 症例

大口食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場でみられた豚サルモネラ症の発生状況

末吉食肉衛生検査所 ・ 食肉衛生検査所における牛の腫瘍

・ 県下で分離された腸管出血性大腸菌O157の疫学的検討

志布志食肉衛生検査所 ・ 牛， 豚糞便からのO157分離状況調査

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 残留抗生物質簡易検査用Baci l l us mycoi des芽胞菌液作成及び保存法の検討

・ 一部廃棄と し たブロイラーの肝炎に関する調査

平成20 知覧食肉衛生検査所 ・ 病畜牛における血漿中ビタ ミ ンA， Eと副腎皮質ホルモン（ コルチゾール） の測定

阿久根食肉衛生検査所 ・ ML培地における豚肝臓の抗菌作用

大口食肉衛生検査所 ・ 県内のと畜場でみられた牛白血病の基礎的調査

末吉食肉衛生検査所 ・ と 畜場に搬入された豚におけるサルモネラの保菌状況及び疫学的検討（ 第１ 報）

・ 豚尿毒症の調査結果について

・ と 畜場でみられた牛の腫瘍と牛白血病抗体保有状況

志布志食肉衛生検査所 ・ 食肉衛生検査微生物分野におけるカラーアト ラスの作成

（ 平成19年度微生物部会調査研究）

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 家畜由来カンピロバクタ ーの薬剤感受性成績

平成21 阿久根食肉衛生検査所 ・ 食肉衛生検査所における牛白血病の鑑別

大口食肉衛生検査所 ・ と 畜場に搬入される牛のレプト スピラ浸潤状況調査

末吉食肉衛生検査所 ・ と 畜場搬入豚の肝臓及び盲腸便から分離さ れたSal monel l a Chol er aesui sの疫学的

検討

・ MGI T法及びPCR法を併用し た抗酸菌検出法の検討

志布志食肉衛生検査所 （ 平成20年度微生物部会調査研究）

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場における牛腫瘍の発生状況

・ サルモネラ相誘導試験における簡易法の検討
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平成22 知覧食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場で見られた緊急搬入牛における肺炎調査

串木野食肉衛生検査所 ・ 食肉衛生検査所の施設検証の取り 組みについて

・ 食肉衛生検査所のフ ィ ード バッ クの取り 組みについて

阿久根食肉衛生検査所 ・ 黒毛和種にみられた転移を伴う 腎臓腫瘍

・ 大規模食鳥処理場における衛生実態調査

末吉食肉衛生検査所 ・ 住肉胞子虫の寄生が認められた牛の好酸球性筋炎の一症例

志布志食肉衛生検査所 ・ 豚疣状心内膜炎由来β溶血性St r ept ococcus dysgal act i ae subsp. equi si mi l i sの薬

剤感受性と遺伝学的特徴

鹿屋食肉衛生検査所 ・ Act i nobaci l l us pl eur opneumoni aeによる豚の疣状性心内膜炎の発生実態

・ 豚の疣状性心内膜炎から分離されたAct i nobaci l l us equul i subsp. equul i

平成23 阿久根食肉衛生検査所 ・ 食肉・ 食鳥検査等カラーアト ラスデータの簡易データ ベース化

・ 対米輸出食肉を取り扱う と畜場等に係る認定までの衛生指導について

大口食肉衛生検査所 ・ 食鳥処理場におけるカンピロバクタ ー汚染低減への取り組み

末吉食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場で分離されたSal monel l a Chol er aesui sの性状

・ 管内と畜場における豚丹毒の疫学的検討

志布志食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場で牛白血病が疑われた症例の検討

・ 牛のリ ンパ腫におけるスタ ンプ標本を用いた免疫組織化学的検査の有用性

・ 全身性腫瘍が疑われた牛２ 例の病理組織学的検討

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 食鳥処理場におけるESBL産生Escher i chi a Col i の浸潤調査

平成24 知覧食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場でみられた敗血症型豚丹毒２ 症例

・ 牛胆汁及び直腸便のCampyl obact er j ej uni /col i 分離状況及び分離方法の検討

阿久根食肉衛生検査所 ・ 大規模食鳥処理場における施設衛生指導について

大口食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場における豚丹毒の発生状況

末吉食肉衛生検査所 ・ 豚丹毒が多発した農場の分離株における遺伝子型別と薬剤感受性

・ MALDI -TOF MS活用による豚丹毒菌迅速同定法の検討（ 第一報）

志布志食肉衛生検査所 ・ LAMP法を用いたSt r ept ococcus. sui sの検出法の検討

・ T細胞性リ ンパ腫の病理組織学的検討

・ リ ンパ腫と中皮腫の併発が疑われた牛の病理組織学的検討

鹿屋食肉衛生検査所 ・ と 畜場搬入豚由来Act i nobaci l l us pl eur opneumoni aeの薬剤感受性

・ PCR-RFLP法により 未知の遺伝子型が確認された牛白血病の一症例
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平成25 知覧食肉衛生検査所 ・ 成鶏におけるCampyl obact er j ej uni /col i の保菌調査及び検出法の検討

・ 病畜と室における牛のと畜検査概要

串木野食肉衛生検査所 ・ と畜検査における腸病変(牛・ 豚)の病理アト ラス作成

阿久根食肉衛生検査所 ・ ブロイラーのカンピロバクター保菌調査及び食鳥処理場の汚染状況（ 第１ 報）

・ 対米等牛肉輸出認定施設におけると畜解体工程の衛生管理に係る検証

末 吉 食 肉 衛 生 検 査 ・ と畜場で認められた牛の悪性水腫の検査と対応（ 事例報告）

志布志食肉衛生検査所 ・ Pr opi di um monoazi de( PMA)を用いた豚丹毒早期診断法の検討

鹿屋食肉衛生検査所 ・ ブロイラーにおけるカンピロバクターの保菌及び製品汚染調査

・ St r ept ococcus. sui sにおけるST1compl exの分布状況調査及び簡易識別法の検討

・ 対シンガポール輸出食肉を取り扱う と畜場等の認定までの経緯と対応

平成26 知覧食肉衛生検査所 ・ 牛の真性多血症の一例について

串木野食肉衛生検査所 ・ 牛の肝臓・ 胆嚢及び糞便における腸管出血性大腸菌及びカンピロバクターの保菌

状況調査

阿久根食肉衛生検査所 ・ カンピロバクター保菌調査及び食鳥処理場における汚染状況調査

・ と畜検査でみられた牛の脳幹部硬膜下膿瘍

大口食肉衛生検査所 ・ 大規模食鳥処理場の各処理工程におけるカンピロバクター汚染実態調査

・ ワーキンググループを活用したと畜場等への衛生講習会

末 吉 食 肉 衛 生検査 ・ 食鳥検査でみられた鶏マラリ ア

・ 県内と畜場における豚丹毒の発生状況

・ と畜場で発生したヨ ーネ病の検査事例

志布志食肉衛生検査所 ・ 腸内細菌科群数を用いた牛豚枝肉の胃腸内容物汚染の検討

・ 対米等及び対EU輸出牛肉認定施設におけるサルモネラ属菌の分離試験に関する一

考察

鹿屋食肉衛生検査所 ・ プレミ ッ クス試薬を用いたダイレクト コロニーPCR法の検討

平成27 知覧食肉衛生検査所 ・ マルボフロキサシン残留が認められた牛の一例

阿久根食肉衛生検査所 ・ 牛のマイコプラズマ関連疾病肝臓

・ と畜検査でみられた皮膚型牛白血病および非定型型牛白血病

・ ブロイラーの多発性黒色腫

大口食肉衛生検査所 ・ 豚にみられた腎芽腫の１ 例

・ 豚と畜検査データ フ ィ ード バッ クにおけるSEPグレード 分けの取り 組み

末吉食肉衛生検査所 ・ Cl ost r i di um属菌が分離された４ 症例と検査方法の検討

・ 食鳥におけるサルモネラの保菌状況調査

志布志食肉衛生検査所 ・ 枝肉検査時に認められる牛胸部石灰化病変の検討

・ 豚と畜場及び食肉処理場における衛生指導の一考察

鹿屋食肉衛生検査所 ・ と畜検査において， 豚骨髄性白血病を疑った事例

・ 保存菌株台帳のデータベース化とその活用の検討
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平成28 知覧食肉衛生検査所 ・ と畜場における牛枝肉の衛生対策

串木野食肉衛生検査所 ・ 過去10年間のと畜検査データのまとめ及び検査所におけるフィ ード バッ ク事業の

取り組み

阿久根食肉衛生検査所 ・ Mycopl asma bovi sが関与した牛の心内膜炎

・ と畜場における口蹄疫実務実践型防疫演習の概要と検証

大口食肉衛生検査所 ・ 鹿児島県内の大規模食鳥処理場で分離されたSal monel l a I nf ant i s, S. Schwar zengr u

nd及びS. Manhat t anの保有プラスミ ド と 薬剤耐性

末吉食肉衛生検査所 ・ BLV陰性牛でみられたB細胞性リ ンパ腫

・ FSI S（ 米国食品安全検査局） 指摘事項の変遷

志布志食肉衛生検査所 ・ 豚枝肉における微生物汚染調査（ 平成27年度微生物部会調査研究報告）

・ 牛にみられた腹腔内播種性腫瘍の１ 例

鹿屋食肉衛生検査所 ・ 食鳥処理場で分離された大腸菌の薬剤感受性

平成29 知覧食肉衛生検査所 ・ 生食用食鳥肉加工工程における細菌汚染実態調査

・ 大規模食鳥処理場におけるカンピロバクター等の微生物汚染の調査とその対策

～厚生労働省「 亜塩素酸水処理による微生物低減策の有効性実証事業」 ～

串木野食肉衛生検査所 ・ 豚赤痢の分離培地及び検査法の検討

阿久根食肉衛生検査所 ・ 黒毛和種におけるMycopl asma bovi sの浸潤状況

大口食肉衛生検査所 ・ ヨ ーネ病対応マニュアルの作成

末吉食肉衛生検査所 ・ スタ ンプ標本を用いた免疫組織化学的染色による牛白血病の簡易診断法

・ 尿毒症に係る検査方法の調査

・ 食鳥検査結果と農場生産成績の関連性

志布志食肉衛生検査所 ・ 牛及び豚敗血症由来Tr ueper el l a pyogenesの薬剤感受性と遺伝学的特徴

・ 鶏大腸菌症由来Escher i chi a col i の薬剤耐性および遺伝学的特徴

鹿屋食肉衛生検査所 ・ Cl ost r i di um属菌の混合感染症における菌種同定PCR法の検討

・ 牛の原発不明腺癌の１ 例

平成30 知覧食肉衛生検査所 ・ 鶏肝臓におけるカンピロバクター汚染状況調査

・ 牛の腹腔内腫瘤にみられた内分泌系腫瘍の1例

串木野食肉衛生検査所 ・ 大規模食鳥処理場における衛生指導及び細菌汚染低減への取り組み

阿久根食肉衛生検査所 ・ 豚の心臓腫瘍の1例と疣贅性心内膜炎の比較

大口食肉衛生検査所 ・ 豚の疣贅性心内膜炎由来St r ept ococcus sui sの疾病リ スクと薬剤耐性状況調査

末吉食肉衛生検査所 ・ 酸性電解水及び過酢酸製剤処理による微生物汚染低減効果の検証

～平成29年度厚生労働省「 食鳥肉における微生物汚染低減策の有効性実証事業」 実績報告～

・ 管轄食鳥処理場等への外国政府調査の概要

志布志食肉衛生検査所 ・ 農場へい死鶏及び食鳥検査廃棄鶏における鶏病原性大腸菌の遺伝子学的比較

・ 輸出認定施設におけるATP拭き取り検査を活用した衛生指導

鹿屋食肉衛生検査所 ・ Lawsoni a i nt r acel l ul ar i sによると考えられる豚の小腸炎に関する調査

・ と畜検査データの双方向性フィ ード バッ クの一例
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年 度 検 査 所 名 発 表 内 容 及 び 研 究 内 容

令和元 知覧食肉衛生検査所 ・ 食肉加工施設における食鳥肉の表面加熱の効果の検証

・ と 畜データを活用し た地方病性牛白血病( EBL)の発生状況の調査

串木野食肉衛生検査所 ・ 鶏病原性大腸菌の鶏の増体への関連因子

阿久根食肉衛生検査所 ・ 黒毛和種肥育牛における血液性状と枝肉成績との関連

・ Mycopl asmaの関与した心内膜炎および腹大動脈塞栓を認めた牛の症例

大口食肉衛生検査所 ・ 食鳥処理場のカンピロバクター汚染度把握と低減への取り 組み

末吉食肉衛生検査所 ・ 食鳥処理場で検出されたCampyl obact er j ej uni におけるギランバレー症候群（ GBS）

関連遺伝子の保有調査

志布志食肉衛生検査所 ・ 鶏病原性大腸菌の鶏の増体への関連因子

・ 地方病性牛白血病の迅速診断の試み

鹿屋食肉衛生検査所 ・ フ ィ ード バッ ク対象農場における肺炎由来菌の薬剤感受性試験

令和２ 知覧食肉衛生検査所 ・ 試行した切除法による細菌検査の結果と課題

串木野食肉衛生検査所 ・ ブロイラーの浅胸筋変性症の病態調査

阿久根食肉衛生検査所 ・ 管内と畜場で分離された豚のサルモネラ属菌の実態調査

大口食肉衛生検査所 ・ マト リ ッ クス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質量分析装置（ MALDI -TOF MS）

を用いた敗血症分離菌の同定

・ 黄疸の指標と しての肝臓中パルミ チン酸レチノ ール

末吉食肉衛生検査所 ・ 枝肉重量と内臓病変及び枝肉重量遺伝子Ｃ Ｗ-2との関連性

志布志食肉衛生検査所 ・ St r ept ococcus属菌のMul t i pl exＰ Ｃ Ｒ による菌種同定の検討

鹿屋食肉衛生検査所 ・ St r ept ococcus sui s が高率に発生した農場における薬剤耐性状況

・ 令和元年度の保留豚における抗菌性物質残留陽性事例の調査
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